
重点目標

学校教育目標 中期的目標 短期的目標 具体的な取組 分　　析(中間） 改　善　策(中間） 分　析（最終） 改　善　策(最終） 令和4年度の学校関係者評価
児童による評価 保護者による評価 学校の自己評価 中間評価 最終評価

よ
く
考
え

、
進
ん
で
行
動
す
る
子
ど
も

ど
の
子
も
学
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
学
校
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る、どの子も学
んで楽しい授業
を目指します

①１人１台端末やデジタル教科書
を活用し、各教科の学びを深め
る。

②個に応じた指導・支援を行い、
基礎的な内容の定着を図る。

③獲得した知識を活用し自分の考
えを表現する力を育成するため
に、学習内容や学習活動を工夫す
る。

④モジュール時程を設定すること
で、英語に慣れ親しむ環境を作
る。

①１人１台端末やデジタル教
科書を使うと、授業の内容
がよりわかりやすくなると感
じることはありますか。
②学習のゴールを理解し、
自分にあった課題を選んだ
り、ヒントをもらったりするこ
とができましたか。
③自分にあった方法で、自
分の考えを発表したり表現
したりする場面がありました
か。（スピーチ・新聞・スライ
ド・劇などを含みます）
④−1モジュールの時間が
あることで、英語に慣れるこ
とはできましたか。
④−2英語の学習で、英語
を話したり違う文化に触れ
たりすることは楽しいです
か。

①１人１台端末やデジタル教
科書を活用することで、お
子様は各教科の学びを深
めていると感じますか。
②学校は、１人１人の課題に
応じた指導や支援を行って
いると感じますか。
③お子様は、各教科での学
びを活用し、自分の考えを
発表したり表現したりして
いますか。
④−1モジュールの時間が
あることで、英語に慣れるこ
とができると感じますか。
④−2お子様は、英語を話
したり違う文化に触れたり
することを楽しんでいます
か。

①１人１台端末やデジタル教
科書は、各教科の学びを深
めるのに効果的でしたか。
②教員間で情報を交換す
ることで個に応じた指導・支
援を行い、基礎的な内容の
定着を図ることができまし
たか。
③児童が獲得した知識を活
用し自分の考えを表現する
力を育成するために、学習
内容や学習活動を工夫す
ることができましたか。
④モジュール時程では、英
語に慣れ親しむ環境を作る
ことができましたか。

Ａ Ｂ

学①97.1％
学②96.9%
学③94.1％
学④94％

①②③の学校評価の数
値が高いことから、一人
一台端末を適切に活用
することで、個に応じた指
導や、児童の表現する場
の設定を取り入れた学習
活動が、よりしやすくなっ
たことが考えられる。

モジュール時程では、外
国語のデジタル教科書を
活用することで、英語の
発音に慣れる環境を作る
ことができた。

一人一台端末が学年ごとに
どのように活用されている
か、分かりづらいため、月に
１回の研修に加えて、普段の
学習の様子を気軽に参観で
きる環境や仕組みを整えて
いく。

学年の活用到達目標を校内
で設定することで、一人一
台端末が次年度もスムーズ
に活用できるようにする。

①②③について
１人１台端末の活用は、教
員、児童、保護者ともに
80％以上が各教科の学び
を深めるのに効果的である
と示している。特に、児童自
身が自分のゴールを明確に
もち、自分にあった課題を選
んだり、ヒントをもらったりす
ることについて、90％が肯
定的に捉えている。１人１台
端末を適切に活用すること
で、個に応じた指導や、児童
の表現する場の設定を取り
入れた学習活動がより行い
やすくなっていると考えられ
る。

④モジュール時程は、学校
も児童も英語に慣れ親しむ
環境づくりであることを
80％が感じている。外国語
のデジタル教科書を活用す
ることで、英語の発音に慣れ
る環境を作ることができた。

①②③について
１人１台端末が学年ごとにど
のように活用されているか、
分かりづらいため、月に１回
の研修に加えて、普段の学
習の様子を気軽に参観でき
る環境や仕組みを整えてい
く。また、児童が１人１台端末
の操作に慣れてきたことで
起こる課題もあった。児童自
身が１人１台端末の活用のき
まりを主体的に考えること
で、情報モラルが育まれるよ
うにする。

④モジュール時程について
外国語専科とさらに連携を
図り、十分な外国語教育が
できるようにする。
モジュールの有効性は教員
アンケートに限り、児童・保
護者には英語教育そのもの
について調査する。

・端末を使って、調べたり自分の意見をまとめ
たりている場面では、他の子の調べ方・まとめ
方を互いに学び合ったり、見通しが立たない子
供も入ると思われる。一方、個々にテーマが
違っても、グループを組むなどして、互いに情
報交換できるように場を工夫している授業も
あった。協同的に学ばせていくことも大事であ
る。その中で、一人一人の学習状況を互いに
把握することが必要である。
・子供たちの評価に比べ、教職員の評価が高
い理由は何かを検討し、その根拠となる基準
を明確にし、子供たちが考えていることとリンク
するように改善した方がよい。
・英語でモジュール時間を設定して学習するの
は効果があると思う。NHKの講座等で15分の
ことが多い。短時間でも週4回行うことで、英
語に慣れ親しむことができていると思う。「楽し
い」と答えている子供がこれだけ多いとうい時
点で、大きな成果だと思う。英語専科講師やＡ
ＬＴの活用により、オールイングリッシュの授業
も可能となり、中学への学習につながっていく
と思う。
・教員の英語指導力について、英語のデジタル
教科書を活用していることは評価できるが、研
修も充実していけると、さらに子供たちの能力
が伸ばせると考える。

主体的、対話的
で深い学びの視
点に立った授業
改善を進めます

①校内研究「どんなこともあきら
めずに立ち向かう八小っ子になろ
う〜体育の授業でシンキング＆
チャレンジ」の取組を通して、体
育科で年７回の研究授業を行い、
授業力の向上に努める。
②児童が主体的、対話的で深い学
びを実現できるように、教員が
GIGA研修を年間１０回行い、
Chromebookや思考ツール等、様々
なツールを活用して児童の力を伸
ばす。

①−１体育の授業で、考え
ながら取り組んむことが
できましたか。
①−２体育の授業で、あき
らめずに挑戦することが
できましたか。
②−１授業中に、自分から
すすんで考えて学習がで
きましたか。
②−２授業中に、先生や友
達と考えを伝え合いなが
ら学習ができましたか。

①学校は子供たちがすす
んで学んだり、対話など
を通して学びを深めよう
としたりする授業づくり
に取り組んでいると感じ
ますか。
②お子さんは、よく考え
てすすんで行動していま
すか。

①校内研究を通して、授
業力の向上に努めました
か。
②授業を公開し、相互に
授業力向上に努めました
か。
③児童が主体的・対話的
で深い学びを実現できる
よう、様々なツールを活
用しましたか。

Ｂ Ｂ

学①96.9％
学②85.8％
学③94.3％

教員間でお互いの授業を見
て、意見や相談できる機会
が不十分なことが要因と思
われる。

教職員の定期的な研修に
加えて、普段の授業など
を気軽に参観できる環境
や仕組みを整えていく。

①児童の９３％、保護者の８
８％、学校の９３％が肯定意
見の回答。体育の授業を中
心に児童が考えながらあき
らめずに取り組む力を育む
ことができた。一方で、保護
者の９％が分からないと回
答。保護者に研究の取組や
授業の様子が伝わっていな
いと考えられる。
②児童の９０％、保護者の７
８％、学校の９２％が肯定意
見の回答。教師が様々な
ツールを活用することで児
童が主体的・対話的な学習
ができている。一方で、保護
者の２２％は否定意見の回
答。家庭での様子も踏まえ
ての意見とも考えられるが、
児童と学校との意識が大き
く離れていることが分かる。

①来年度も引き続き同じ研
究を行い、あきらめずに立
ち向かう力を育む。校内の
研究授業での取組をお便り
等を通して、今まで以上に
保護者に周知する。

②児童は１人１台端末の扱
いに慣れ、様々な場面で活
用することができている。児
童がよく考え、すすんで行動
している姿を学習場面に加
えて、日常的な場面でも多く
見られるようにしていきた
い。そのために１人１台端末
の持ち帰りを促進し、それに
合った課題の提示や活用方
法を工夫していく。

・子供たちが、自己評価として
「考えている」と答えているの
が良い。
・授業を観て思ったが、子供
たちが端末で調べていると、
深い考えなしに深く入り込ん
でしまうことも懸念される。自
分の目的に立ち戻る切り替え
や情報モラルの指導が必要と
考える。
・保護者としては、端末を毎
日持ち帰ることで、予定など
を子供自身が確認できて大
変助かっている。

基礎的、基本的
な内容の確実な
定着を図ります

①習熟度別学習（第３学年以上）
を通して、児童一人一人の状況を
適切に把握し、実態に応じた指導
を行い、基礎的・基本的な内容の
定着を図る。
②家庭学習を毎日出し、基礎的・
基本的な内容の定着の補助的な取
組とする。
③東京ベーシックドリルを活用
し、基礎的・基本的な内容の定着
状況を把握する。
④繰り返しの指導（授業開始時に
既習内容を振り返る等）を行う。
⑤算数の定着が図れない児童につ
いては、給食準備時間を使って10
分間×週2回補習を行う。
⑥1時間の授業内で、必ず振り返
りの時間を設定する。

①③ベーシックドリルを
活用し、前学年までに配
当されている算数の問題
の正答率より評価する。
（３年生以上）
②毎日、家庭学習をして
いますか。
⑥毎時間、授業の振り返
りができましたか。

①学校は、子供たちに基
礎的・基本的な内容の定
着を図っていると思いま
すか。

①⑤児童一人一人の状況
を適切に把握し、補習の
時間を設定するなど、実
態に応じた指導を行い、
基礎的・基本的な内容の
定着を図ってきました
か。
②家庭学習課題を毎日出
しましたか。
④繰り返しの指導を行っ
てきましたか。
⑥1単位時間の中で、振り
返りを含めた授業構成を
意識できましたか。

Ａ Ｂ

学①⑤　91.5％
学②　　91.４％
学④　　100％
学⑥　　94.2％

来年度も年度初めにベー
シックドリルテストを行い、
実態把握を行う。
(→早い時期から補習が行
えるのであれば、補習対象
者をベーシックドリルから選
択しても良い)
ドリルパークの活用を通し
て、児童の実態に適した学
習に取り組むことで、基礎・
基本の定着を図る。
補習を行うことで、算数が苦
手な児童に対して様々な支
援をすることができた。

児②75.4％　⑥89.7％
保①91％
学①⑤93.1％ ②86.2％
　 ④95.5％   ⑥82.8％

保護者と教員のアンケート
で90％以上の評価があり、
基礎的・基本的な学習の定
着を図ることができた。補習
の時間が有効的に使われて
いると考えられる。一方で、
児童と学校との間で家庭学
習の意識の差がアンケート
で10ポイント以上離れてお
り、家庭学習に毎日取り組
む意識付けに課題がある。
また、学習の基礎的・基本的
な定着を必要とする児童の
家庭学習の状況があまり思
わしくない傾向にある。

算数の補習は継続して行
い、算数の基礎的・基本的
な定着を図れるようにする。
また、ベーシックドリルで定
着度を図り、授業だけでなく
補習など繰り返しの指導に
生かしていく。
家庭学習の取り組み方につ
いて学年で合わせて行うと
ともに、授業の振り返りを含
めた、基礎的・基本的な学
習が身に付くような課題を
毎日出す。
また、１人１台端末の持ち帰
りとも関連付けて進めてい
く。

・家庭学習では、課題を出す
だけではなく、なぜその課題
が大切なのか、意識づけを
し、目的意識を耕してほしい。

達成状況の指標　Ａ：９０％～１００％　　Ｂ７０％～８９％　　Ｃ　　０％～６９％

令和4年度　学校評価報告書　【国立市立国立第八小学校】(学習）
学校教育目標 よく考え、進んで行動する子ども　仲良く助け合い、よく働く子ども　健康でたくましい子ども よく考え、進んで行動する子ども

評　価　項　目 達成状況



重点目標

児童による評価 保護者による評価 学校の自己評価 中間評価 最終評価

健康的な学校
生活を作りま
す

①学期に１回（１週間）のパ
ワーアップタイム旬間を設け、
体力向上を図る。（１学期：投
げる、２学期：縄跳び、３学
期：持久走）さらに、コオー
ディネーショントレーニングと
して、1分間のストレッチ、体幹
を鍛えるトレーニングなどを、
パワーアップタイム、日頃の体
育の授業とリンクさせて、取り
組めるようにする。
②体力テストの結果を分析し、
結果が低い種目をパワーアップ
タイムとリンクさせて、体力向
上を図り、記録を伸ばせるよう
にする。

①-1パワーアップ
タイムに、楽しく
取り組むことがで
きましたか。
①-2コオーディ
ネーショントレー
ニングに、楽しく
取り組むことはで
きましたか。

①学校は、パワー
アップタイムやコ
オーディネーショ
ントレーニングな
どの取組を通し
て、体力向上に努
めていると思いま
すか。

①パワーアップタ
イムやコオーディ
ネーショントレー
ニングなどの取組
を通して、体力向
上に努めることが
できましたか。
②パワーアップタ
イムなどの取組を
通して、体力テス
トの結果が低い種
目の記録向上に向
けた取組を行うこ
とはできました
か。

Ｂ Ｂ

〇職員の９割が肯定的に捉えて
いる。コオーディネーショント
レーニングでは、月曜日と木曜
日の８：３０～８：３５に体育
委員会の児童による一斉放送を
行い、全校児童が取り組めるよ
うにした。また、JACOTによる教
員研修や児童への実技指導を行
い、教わった運動を日頃の体育
の授業に取り入れ、楽しく取り
組むことができた。

〇職員の７割が肯定的に捉えて
いる。児童は楽しく取り組めて
いるが、体力テストの結果が低
い種目の記録向上に向けた取り
組みとしての認識を教員間での
さらなる周知を図れるとなおよ
い。

〇低学年からの積み重ね
が大切であるので継続し
ていく。今後、コオー
ディネーショントレーニ
ングの内容を学年別にし
ていく必要がある。

〇体力テストの昨年度の
結果とパワーアップタイ
ムの取り組み内容を照ら
し合わせながら内容や取
り組みを吟味する必要が
ある。

①児童の９割、保護者、職員
の８割が肯定的に捉えてい
る。コオーディネーショント
レーニングでは、月曜日と木
曜日の８：３０～８：３５に体育
委員会の児童による一斉放送
を行い、全校児童が取り組め
るようにした。また、JACOT
による教員研修（８月と１月）や
全学年への実技指導（１０月）
を行い、教わった運動を日頃
の体育の授業に取り入れ、楽
しく取り組むことができた。

②児童の９割、保護者、職員
の８割が肯定的に捉えてい
る。体力テストの結果が全体
的に低いことから、全体的に
ボトムアップの必要がある。

①体育の授業や休み時間、
朝の時間を活用し、パワー
アップタイムやコオーディ
ネーショントレーニングに引
き続き取り組み、体力向上
を図る。コーディネーション
トレーニングは、学期に１回
取り組み月間を設け、断続
的に指導できるようにする。

②体力テストの結果が低い
種目のみでなく、体力向上
に向けて様々な種類の運動
に取り組めるようパワー
アップタイムの内容を工夫
する。

心豊かな学校
生活を作りま
す

①なかよしタイムを通して、上
位学年が下学年のお手本となる
ように、主体的に活動できるよ
うに指導する。
②地域の方やゲストティチャー
など、いろいろな人との関わり
や体験を通して、豊かな情操を
育む。
③オリパラ教育推進の八小レガ
シーとして、しょうがい者理解
を進めていく。そのために、パ
ラスポーツへの興味・関心を高
める。また、特別支援学級との
交流を深めていく。
④文化的行事（音楽会）を通じ
て、豊かな感受性や表現力を育
成し、お互いの良さを認め合い
共に学び合えるようにする。

①なかよしタイム
で、上位学年が遊
びを進めてくれて
頼りになりました
か。上位学年は、
下学年のお手本と
なるよう、計画的
に遊びを考えて進
めることができま
したか。
②地域の方やゲス
トティチャーとい
ろいろなことを学
ぶことはできまし
たか。
③特別支援学級と
の交流やパラリピ
アンの講演を通し
て、しょうがい者
理解を深めること
はできましたか。
④音楽会で、お互
いの良さを見つけ
ることはできまし
たか。

①学校は、なかよ
しタイムなどの取
組を通して、上位
学年が主体的に活
動できるように指
導できていると思
いますか。
②学校は、地域の
方やゲストティ
チャーなど、いろ
いろな人との関わ
りや体験を通し
て、豊かな情操を
育んでいると思い
ますか。
③学校は、しょう
がいしゃ理解を深
めるための活動に
取り組んでいると
思いますか。
④学校は、音楽会
を通して、自分の
学年や他学年のよ
いところを認め合
えるように指導で
きていると思いま
すか。

①なかよしタイム
などの取組を通し
て、上位学年が主
体的に活動できる
ように指導するこ
とができました
か。
②地域の方やゲス
トティチャーな
ど、いろいろな人
との関わりや体験
を通して、豊かな
情操を育めるよう
に指導しました
か。
③パラスポーツや
特別支援学級との
交流を通して、障
がい者理解を深め
られるように指導
しましたか。
④音楽会での合唱
や合奏を通して表
現力を高め、他学
年や自分の学年の
良いところを認め
合い、学び合える
ように指導しまし
たか。

Ｂ Ｂ

〇職員の９割が肯定的に捉えてい
る。保護者は、異学年交流の様子
を実際には見ていないが好意的に
捉えているのは、家庭で児童が話
題にしていると推測できる。

〇職員の８割が肯定的に捉えてい
る。学校行事などの交流により、障
がい者理解は深まったと肯定的に
捉えている割合も多いが、より一
層の交流や取り組みなどを検討す
る必要性がある。また、学級担任が
必要としている情報や教材を明確
にする必要がある。

〇職員の９割が肯定的に捉えてい
る。音楽会に向けて表現力を高め、
異学年の演奏や合奏から互いの良
いところを認め合ったり、学び合っ
たりすることができた。

〇ペアにしたことや異学年
での交流（運動会の表現を
見せ合うことなど）で、関係
が深まった様子が見られ
る。コロナ禍の対応で異学
年交流として縦割り班活動
を行っているが、今後、従
来の縦割り班の形に戻し、
6年生の責任感を育くんで
いきたい。その際、兄弟学
年でペアを組む、より小さ
い集団にするなどの実施方
法は検討をしていく。現状
は、まず、現在の異学年交
流の形で、上位学年の意識
を高めていく。

〇今後も、単元などに関連
して、地域の方、ゲスト
ティーチャーの活用を継続
していく。

〇八小レガシーとして、特
別支援学級紹介ビデオ視
聴や交流会を行うことを今
後も継続し、障がい者理解
をより深めていく。

①保護者、児童、職員の９割
が肯定的に捉えている。保護
者はなかよしタイムの様子を
実際に見ていないため、わか
らないという回答の保護者も
１割いるが、肯定的にとらえて
いるのは、家庭で児童が話題
にしていると推測できる。ま
た、児童自身が活動に対して
前向きであることが分かる。

②保護者の８割、児童の９割、
ほとんどの職員が肯定的に捉
えている。

③児童は、障がいについての
理解は高まっているが、特別
支援学級やはばたきでの学習
などについての理解には結び
ついていないことが推測され
る。

④保護者、児童の９割、ほとん
どの職員が肯定的に捉えてい
る。本校初めての音楽会開催
となったが、異学年の演奏や
合奏から互いの良いところを
認め合ったり、学び合ったりす
ることができた。

①コロナ禍の対応で兄弟学
年との交流を行い、アン
ケートでは三者共に肯定的
な結果になっている。次年
度以降は、今年度の取り組
みのよさを残しつつ、従来
の縦割り班の形に戻すこと
を検討し、6年生の責任感
を育くんでいきたい。

②児童が地域の方やゲスト
ティーチャーとの学習を楽
しみにしているため、今後
も単元などに関連した活用
を継続していく。

③障がいについての理解
は継続的に行いながら、さ
くら学級やはばたきとの交
流を通して、互いのよさを
認め合える関係づくりがで
きるようなきっかけづくりを
行う。

④音楽会に限らず、異学年
や互いのよさを認め合える
ような行事や活動を継続し
て行っていく。

令和4年度　学校評価報告書　【国立市立国立第八小学校】(健康）
学校教育目標 よく考え、進んで行動する子ども　仲良く助け合い、よく働く子ども　健康でたくましい子ども よく考え、進んで行動する子ども

学校教育目標 中期的目標 短期的目標 分　　析(中間） 改　善　策(中間） 分　　析(最終）

達成状況の指標　Ａ：９０％～１００％　　Ｂ７０％～８９％　　Ｃ　　０％～６９％

具体的な取組
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達成状況
改　善　策(最終） 令和4年度の学校関係者評価

・保育園と1年生との交流を
した。その際の飽きさせな
い工夫、楽しませる動きの
工夫など、「社会の力活用
事業」や体育の研究の成果
を感じた。
・校庭の遊具がきれいに
なっていた。よい環境となっ
ている。
・地域の方々が得意分野を
生かして子供たちに色々な
体験をさせることができた。
特に、学生ボランティアは、
子供たちと年齢が近い分、
良い関係となり、効果的で
あった。
・可能であれば、学校公開
の4時間目に地域と連携し
たプログラムを企画するな
ど、地域に加え、もっと保護
者が参加できるように試み
てほしい。
・「互いのよさを認め合う」
というが、よいところも悪い
ところも含めて認め合える
ようにしていくこと、存在を
認めていくことも大事では
ないか。



重点目標

児童による評価 保護者による評価 学校の自己評価 中間評価 最終評価

失敗を恐
れず、挑
戦してい
く児童を
育てます

①運動会や音楽会などの行事や学
校生活において、目標設定や振り
返りの場を意図的に作り、目標を
意識し、最後までやり抜く気持ち
が育つよう指導する。

②委員会活動を通して、主体的に
活動できるよう指導する。
・１ヶ月に一度、活動を実施し、
各委員会で、進んで、学校をより
よくするためにできることがない
かを話し合い、主体的に活動でき
るように指導する。
・児童の８割が主体的な活動がで
きるように指導する。

①運動会や音楽会
などの行事等を通
して、やらなけれ
ばいけないこと
や、決めたことを
最後までやり抜く
ことができていま
すか。

②委員会活動を通
して、学校をより
よくするために進
んで活動すること
ができましたか。

①学校は、行事等を
通して、子供たちが
目標に向けて粘り強
く、最後までやり抜
くことができるよう
指導や取り組みを工
夫していると思いま
すか。

②学校は、委員会活
動を通して、学校を
よりよくするために
すすんで活動するこ
とができるよう指導
していると思います
か。

①行事や学校生活に
おいて、子供たちが
目標をもち、最後ま
でやり抜くことがで
きるよう指導や授業
の取り組みを工夫し
ていますか。

②児童が、委員会活
動を通して、学校を
よりよくしようと進
んで活動することが
できるように指導す
ることができました
か。

A A

学①１００％
学校評価の数値が高いことから、行
事や学校生活において、子供たちが
目標をもち、最後までやり抜くこと
ができるよう指導や授業の取り組み
を工夫することができたと考えられ
る。
６年生の行事実行委員や委員会を
中心に、各行事でのスローガン決め
や準備を児童が主体的に活動する
ことができた。

②９１．５％
学校評価の数値が高いことから、児
童が、委員会活動を通して、学校を
よりよくしようと進んで活動すること
ができるように指導することができ
たと考えらえる。委員長が事前に、
担当教員に次回の活動について伝
えられるように指導したことで、各委
員会でスムーズに活動を行うことが
できた。

①６年生の行事実行委員の発
足を今後も引き継いでいき、児
童が主体的に取り組める指導
に繋げられるようにしていく。さ
らに、６年生を中心に、学校全
体で取り組める活動の工夫を
考えて指導していく。

②委員長が事前に、担当教員
に次回の活動について伝えら
れるように指導を継続し、各委
員会でスムーズに活動を行え
るようにしていく。さらに、各委
員会で連携した活動ができる
ように指導していく。

①児９５％・保９６％・学１００％
児童は、行事に取り組む前に、
全体でスローガンを決めたり、
一人一人目標を立てたりして臨
み、教員はその達成に向けての
手立てを工夫した指導を行うこ
とができたと捉えることができ
る。

②児９７％・保６４％（分からない
３５％）・学９３％
児童、教職員は、９割以上が肯
定的に捉えている。多様性を受
け入れ、仲よく助け合いながら
クラブ活動ができるよう指導が
できていたものと考えられる。保
護者の「分からない」という回答
４割は、クラブ活動をしている姿
を参観する機会がないことが影
響していると考えられる。

①全体の評価の数値が高いことか
ら、行事や学校生活を通して、子供
たちが成長することができたと考え
られる。しかし、６年生の行事実行
委員の活動内容が、本来は、代表
委員の仕事であったと考えられ、準
備を進める上で６年生の負担の増
大と学校全体で行事を進められな
いことに繋がったと考えられる。６年
生の行事実行委員の仕事は、学年
に関わることに絞り、学校全体に関
わることは、代表委員を中心に進め
ていくようにし、役割、仕事の分担
や流れを再確認し、整理すること
で、行事をよりスムーズに行えるよ
うにする。

②クラブ活動と同様に、回答を活動
学年の保護者に絞り、より正確な
データを得ることで、改善策を講じ
ていく。また、委員会活動の振り返
りカードに保護者のコメント欄など
を設けることで、保護者に委員会の
活動内容が伝わるようにする。

・「失敗を恐れず」について、それま
での実態を改善しようとしている
からこその目標だと思う。現在の
子供たちの様子は、かなり改善し
た一方、場面によってまだ見られる
面もあると聞く、引き続き子供たち
の自己肯定感を育ててほしい。
・行事の実行委員を6年生だけで
はなく、他の学年に広げていくとい
う考え方はよい。子供任せにしす
ぎず、適切に教職員がサポートし
ながら育ててほしい。

分　　析（最終） 改　善　策(最終）

多様性を
受け入れ
られる児
童を育て
ます

①ふれあい月間（６月、11月）を
通し、思いやりの気持ちを育む。
また、毎学期（６月「気持ちのよ
い言葉をつかおう」、11月「あた
たかい言葉をつかおう」、２月
「感謝の気持ちを伝えよう」）の
月目標と合わせ、重点的に指導す
る。
②学校生活アンケート（いじめに
関するアンケート）を年４回実施
し、楽しい学校生活を送るための
アンケート（Q-U）を年２回実施す
る。その結果に対して、聞き取り
や個別のフォローを丁寧に行い、
学級経営の向上を目指していく。
また、職員全体でいじめの予防や
早期発見、必要な情報の共通理解
に努める。
③道徳や特別活動などの時間を通
して、自他の生命を尊重し、人権
に関わる理解と認識を深め、望ま
しい人間関係を育てる。

④異学年交流を通して、多様性を
受け入れ、仲良く助け合って活動
できるように指導する。
・１ヶ月に１度はなかよしタイム
（異学年交流）を実施し、上位学
年が活動の計画、準備を主体的に
進め、下学年がペアや班での活動
に進んで参加できるように取り組
ませる。
・児童の８割が主体的な活動がで
きるように指導する。
⑤クラブ活動を通して、多様性を
受け入れ、異学年と仲良く助け
合って活動できるように指導す
る。
・年間１０回実施し、６年生への
事前指導、活動計画、他学年との
交流が活発になるように指導す
る。

①相手を思いや
り、誰にでも優し
く接しています
か。

②何か困ったこと
があったときに、
誰かに相談できて
いますか。

③自分や友達を大
切にしたり、いい
ところを見つけた
りすることができ
ていますか。

④なかよしタイム
や体力テスト、運
動会などを通し
て、他学年の友達
と仲良く助け合っ
て、活動すること
ができましたか。

⑤クラブ活動を通
して、友達と仲良
く助け合って活動
することができま
したか。

①引き続き、ふれあい月間を通
して、思いやりの気持ちを育め
るよう指導を継続する。

②学校生活アンケートとQUア
ンケートを通して、児童理解や
教員間での情報共有、いじめ
の予防、早期発見、迅速な対応
に努める。また、いじめや不登
校などトラブルが起きた場合
は、担任だけでなく管理職やス
クールカウンセラーを含めたメ
ンバーで対策委員会をすぐに
開き、情報共有や解決に向けて
職員が連携して対応していく。

③生命尊重や人権教育、望ま
しい人間関係の育成に関する
具体的な取り組みを、お便りや
Classroom等を活用し、家庭
に発信していく。

④今後も、上位学年の十分な
事前準備の指導を継続し、異
学年交流で、多様性を受け入
れ、仲良く助け合って活動でき
るようにしていく。活動後の振
り返りをしっかり行い、今後の
指導改善につなげていく。

⑤クラブ長が担当の教員に、次
回の活動内容を伝えらえるよう
に事前準備指導を継続し、児
童が主体的にクラブ活動を進
められるようにする。各クラブの
担当者は、児童と共に活動内
容をより充実できるよう工夫を
していく。

・放課後の遊ぶ姿を見ていたり
授業の様子から、多様性を受け
入れられる子供たちを育ててい
ると感じた。
・引き続き、子供が相談できる
場や環境の設定を充実させて
ほしい。
・いじめの定義や基本方針につ
いて、教職員は研修をして理解
するようにしていることはわ
かったが、保護者に発信してい
くことに努めてほしい。
・いじめのSOSをとらえるとい
う観点からも、より保護者から
なるべく早く学校に伝えられる
方法、意見を吸い上げる場や環
境を検討してほしい。
・いじめが起こってからではな
く、起こさない指導も大切、ふれ
あい月間の指導・道徳の充実に
努めてほしい。
・異学年交流は、良い取組をし
ている。

①学校は、子供たち
が思いやりをもち、
学校生活を送れるよ
う指導や取り組みを
工夫していると思い
ますか。

②学校は、子供たち
に寄り添って理解し
ようとしたり、いじ
めの予防、早期発見
に努めたりするな
ど、丁寧な対応を
行っていると思いま
すか。

③学校は、自他の生
命を尊重し、人権に
関わる理解と認識を
深め、望ましい人間
関係を育んでいると
思いますか。
④学校は、なかよし
タイムなど異学年交
流を通し、仲良く助
け合って楽しく活動
できるよう指導して
いると思いますか。

⑤学校は、クラブ活
動を通して、多様性
を受け入れ、仲良く
助け合いながら活動
できるよう指導して
いると思いますか。

①ふれあい月間を通
し、児童が互いに認
め合い、思いやりを
もって学校生活を送
れるよう指導や取り
組みを工夫しました
か。

②日頃から児童に寄
り添って理解しよう
としたり、いじめの
予防や早期発見に努
めたりするなどし
て、必要な情報を職
員全体で共通理解で
きるように努めてい
ますか。

③道徳や特別活動な
どの時間を通して、
自他の生命を尊重
し、人権に関わる理
解と認識を深め、望
ましい人間関係を育
むよう指導や取り組
みを工夫しています
か。
④児童が、異学年交
流を通して、多様性
を受け入れ、仲良く
助け合って活動でき
るように指導するこ
とができましたか。

⑤児童が、クラブ活
動を通して、多様性
を受け入れ、仲良く
助け合いながら活動
できるように指導す
ることができました
か。

A A

①学９４．１％
児童が思いやりをもって学校生活
を送れるよう、指導や取り組みを工
夫することができていると考えられ
る。

②学９７．１％
アンケートがほぼ毎月あるため、児
童と話すことが多く、いじめの予防
や早期発見につながっていると考え
られる。

学③１００％
道徳の時間や運動会、音楽会等の
行事において児童がお互いに助け
合ったり、認め合ったりするなど望ま
しい人間関係を育むよう指導するこ
とができたと考えられる。

学④１００％
学校評価の数値が高いことから、児
童が、異学年交流を通して、多様性
を受け入れ、仲良く助け合って活動
できるように指導することができた
と考えられる。
上位学年の十分な事前準備やなか
よしタイム時、上位学年が下学年の
面倒を見ながら仲良く活動する姿
が多く見られたことから、各学級担
任の指導が行き届いていたと考え
られる。

学⑤９１．５％
学校評価の数値が高いことから、児
童が、クラブ活動を通して、多様性
を受け入れ、仲良く助け合いながら
活動できるように指導することがで
きたと考えられる。
クラブ長が担当の教員に、次回の活
動内容を伝えらえるよう事前準備を
指導することで、児童が主体的にク
ラブ活動を進めることができた。

①児童アンケートの結果より、思
いやりをもって接することができ
ている、まあまあできている児
童が９５％だった。また、８３％の
教職員が日頃から児童に寄り
添って理解しようとしたり、いじ
めの予防や早期発見に努めたり
している。このことから、教職員
の日頃の工夫が児童の様子に
反映されているされていること
がわかる。

②１００％の教職員が日頃から、
児童に寄り添って理解しようと
努めているが、約１８％の児童が
相談できていないと答えてい
る。保護者は７６％のが肯定的
にとらえている一方で、１８％の
保護者の方がよく分からないと
答えている。

③児童アンケートより、９５％の
児童が自他ともに大切にし、良
さを見つけることができている。
保護者アンケートより７６％の保
護者が学校は、望ましい人間関
係を育んでいると答えている一
方で、１７％の保護者がわからな
いと感じている。８６％の職員が
工夫できていると答えている。

④児９６％・保９０％・学９３％
児童、教職員、保護者共に、９割
以上が肯定的に捉えている。コ
ロナ禍においても、工夫してでき
る限り異学年との交流の機会を
設け、指導したことで、児童の仲
良く助け合う気持ちが育ち、保
護者にも伝わっていると考えら
れる。

⑤児９５％・ 保５６％（分からな
い４０％）・学９３％
児童、教職員は、９割以上が肯
定的に捉えている。児童は、仲
よく助け合いながらクラブ活動
ができ、教員は、児童が多様性
を受け入れ、主体的に活動でき
るよう指導することができてい
る。保護者の「分からない」とい
う回答４割は、クラブ活動をして
いる姿を参観する機会がないこ
とが影響していると考えられる。

①引き続き、ふれあい月間や生活
目標を通して、思いやりの気持ちを
育めるように指導していく。

②学校生活アンケートだけでなく、
今年度取り入れたＱ－Ｕを活用し、
児童理解や教員間での情報共有、
いじめの予防、早期発見、迅速な対
応に努める。また、いじめや不登校
などトラブルが起きた場合は、担任
だけでなく管理職やスクールカウン
セラーを含めたメンバーで対策委員
会をすぐに開き、情報共有や解決に
向けて職員が連携して対応してい
く。また、保護者会等で八小のいじ
め防止に関するの取り組みについ
説明し、家庭との連携を図ってい
く。

③引き続き、教育活動全体を通して
指導を行っていく。学年だより、保
護者会、個人面談などを通して、適
宜学校の様子や児童の様子を伝え
ていき、家庭との連携に努める。ま
た、保護者会等で八小のいじめ防
止に関する取り組みについて説明し
ていく。

④異学年交流は、コロナ感染拡大
の状況を受け、縦割り班で行ってい
た活動を異学年交流に切り替え実
施してきた。今後、６年生中心とする
活動に戻し、学年が上がる毎に、
リーダーシップが身に付けられるよ
うに、１～６年生の縦割り活動に戻し
ていきたい。しかし、未だ今後の状
況が見通せないため、異学年交流
の組み合わせを、６年・１年、４年・２
年、５年・３年という組み合わせに変
更し、グループ、ペアが２年間継続
できる学年を設定することにより、よ
り深い学びや成長につなげたい。

⑤保護者の「分からない」という回
答４割は、クラブ活動をしている姿
を参観する機会がないことが影響し
ていると考えられるため、回答を活
動学年の保護者に絞り、より正確な
データを得ることで、改善策を講じ
ていく。また、学校公開時、クラブ活
動の様子を公開することで、クラブ
活動の様子を保護者に伝えられる
のではないかと考える。

達成状況の指標　Ａ：９０％～１００％　　Ｂ７０％～８９％　　Ｃ　　０％～６９％

改　善　策(中間）

令和4年度　学校評価報告書　【国立市立国立第八小学校】（生活・特活）
学校教育目標 よく考え、進んで行動する子ども　仲良く助け合い、よく働く子ども　健康でたくましい子ども よく考え、進んで行動する子ども

学校教育目標 中期的目標 短期的目標 令和4年度の学校関係者評価
達成状況

具体的な取組
評　価　項　目

分　　析（中間）
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